
東日本大震災より１０ヶ月が経ちました
本日で震災から１０ヶ月が経ちました。
震災に遭われた方々へ、心よりお見舞い申し上げます。
１日も早い復興をお祈りいたします。
当社では震災後、復興への支援として次のような活動を行ってきました。

２０１１年３月２９日　『とちまる募金』へ寄付を行いました。

東北地方太平洋沖地震　被災者支援義援金（とちまる募金）第一号として寄付を行いました。

栃木アンカー工業㈱は３月２８日、県建築事務所協会と共に県の東北地方太平洋沖地震被災者支援義援金『とちまる募金』」の寄付を行い
ました。

寄付額１５０万円になり、当日は知事室を訪れ福田富一知事に義援金の目録を手渡しました。

荒金社長は義援金の寄付にあたり、

「避難所で暮らしている方々のため、有効に活用して欲しい。
福島県などから避難されている方々が、できるだけ早く日常を取り戻せる事を願っています。被災地の１日でも早い復興を願います。」

と被災地の皆様へメッセージを送られました。

平成23年3月29日　日本工業経済新聞　記事より

２０１１年５月１１日　栃木市へ
「東北地方太平洋沖地震に伴う被災者支援」の寄付を行いました。

 
震災から２ヶ月が経過致しました。

栃木アンカー工業㈱は５月１１日、
栃木市へ『東北地方太平洋沖地震に伴う被災者支援』の寄付として
寄付額５０万円を栃木市に収めました。

お客様をはじめ、グループ企業や社員の皆様
一人ひとりの心のこもった義援金がこのような金額になりました。

https://ta-k.co.jp/11210/


御礼と共にご報告させて頂きます。

ありがとうござました。

２０１１年５月１１日　『市民協働まちづくりファンド』へ寄付を行いました。
栃木アンカー工業㈱は５月１１日、
『市民協働まちづくりファンド』へ寄付を行いました。
寄付額は１８９，６３６円になります。

２０１１年８月８日　『とちまる募金』へ寄付を行いました。
栃木アンカー工業㈱は８月８日、県の東北地方太平洋沖地震被災者支援義援金『とちまる募金』の寄付を行いました。
寄付額は２２，２３１円になります。

２０１１年１１月７日　『日本赤十字事業資金』へ寄付を行いました。
栃木アンカー工業㈱は１１月７日、『日本赤十字事業資金』へ寄付を行いました。
寄付額は１０，０００円になります。

また今年も２月までに寄付に協力するつもりです。

栃木アンカー工業㈱寄附活動履歴
１．『市民協働まちづくりファンド』への寄附

No 寄付年月日 内訳 金額

1 平成18年4月3日 栃木アンカー工業株式会社 ¥224,235

2 平成18年7月4日 栃木アンカー工業株式会社　社員一同 ¥176,700

3 平成19年2月19日 栃木アンカー工業株式会社 ¥301,800

4 平成19年6月30日 栃木アンカー工業株式会社 ¥425,000

5 平成20年1月25日 栃木アンカー工業株式会社　社員一同 ¥96,500

6 平成20年5月30日 栃木アンカー工業株式会社 ¥297,224

7 平成20年10月28日 栃木アンカー工業株式会社　社員一同 ¥124,493

8 平成21年12月15日 栃木アンカー工業株式会社　社員一同 ¥126,465



9 平成22年6月25日 栃木アンカー工業株式会社 ¥100,000

10 平成22年12月27日 栃木アンカー工業株式会社 ¥131,500

11 平成23年5月11日 栃木アンカー工業株式会社 ¥189,636

合計 11口 ¥2,193,553
 

２．『市政振興寄与』への寄附

No 寄付年月日 内訳 金額

1 平成20年11月10日 栃木アンカー工業株式会社 ¥269,000

合計 1口 ¥269,000
 

３．栃木市への寄附合計

回数 合計寄附額

12 ¥2,462,553
 

４．その他の寄付

No 寄付年月日 内訳 金額

1 平成21年11月30日 日本赤十字事業資金 ¥10,000

2 平成22年3月18日 学校法人　常盤大学 ¥20,000

3 平成22年12月27日 学校法人　群馬育英学園 ¥10,000

4 平成23年11月7日 日本赤十字事業資金 ¥10,000

5 平成23年5月11日 東北地方太平洋沖地震に伴う被災者支援 ¥500,000

合計 5口 ¥550,000
 

５．栃木県への寄附

No 寄付年月日 内訳 金額

1 平成23年3月28日 東北地方太平洋沖地震被災者支援義援金『とちまる募金』 ¥1,500,000



2 平成23年8月8日 東北地方太平洋沖地震被災者支援義援金『とちまる募金』 ¥22,231

合計 2口 ¥1,522,231
 

６．寄附総合計

回数 総合計寄附額

19 ¥4,534,784

第38期 経営計画発表会を開催致しました。
 

開催日：平成23年11月18日
場　所：栃木サンルートプラザホテル

多数の来賓の方にお越し頂きまして「第38期 経営計画発表会」を開催致しました。

栃木アンカー工業㈱（荒金憲一代表取締役社長）は18日、栃木市のサンルートプラザ栃木で「第38期経営計画発表会」を開催した。

同社及びグループ企業の社員をはじめ、本澤宗夫（社）県建築士事務所協会長、満川元久同協会常任相談役、金融機関、他業種経営者など
の来賓ら約70人が参加。

荒金社長は経営計画を発表し、社会責献を果たすとともに社員の幸せと誇りを守り続ける考えを表明。また、事業部方針を各事業部の代表
者が発表し、「お客様第一主義」 「経営計画の確実な実行」「震災からの復興」などを軸に経営目標達成を目指すことを誓った。

発表会では、片柳誠群馬営業所長が開会を宣言し、リニューアル事業部栃木営業所の桐生一生氏のリードにより全員で君が代を斉唱。
荒金社長が来賓各位を紹介した後、経営計画の発表に移った。

荒金社長は、「企業の寿命は30年とする説があるが、当社の経営計画発表会は今回で31回目。わが社がここまで来られたのは、この発
表会で前期を振り返って分析と反省を行い、未来に勇気を持って進んできたからだ。技術の向上やお客様の高い満足を得ようとするならば、
今後は全国と競い合っていかなければならない」と述べたうえで、「国に頼らず、大手でもなく、個性のある〝強手″として生きていく」
との考えを強調。

同社・グループ企業の社員には「誰も一人では何もできないが、一人が始めなければ何も始まらない」と、常に新たなことに挑戦していく
心構えを求めるとともに、「わが社の発展により社会貢献を果たすため、社員の幸せと誇りを守るために、私は命をかけて仕事に取り組む」
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と語った。

事業部方針の発表では、リニューアル事業部の青木紀郎常務取締役、アンカー事業部の河野二三男取締役、改良土事業部の荒金啓将取締役
工場長が、各事業部の方針を発表。最後に、 久米仁史札幌営業所長が社員決意表明を読み上げ、閉会となった。

経営計画発表会後は懇親パーティーが行われ、来年度採用内定者の紹介、優秀社員表彰などの後、来賓の本澤会長が「社員の皆さんは荒金
社長の強さと人徳を吸収し、躍進してほしい」とあいさつ。

首都大学東京の橘高義典教授の音頭で乾杯し、盛会となった。

平成23年11月22日　日本工業経済新聞　記事より

東日本大震災より２ヶ月が経ちました。
　

今日で震災より２ヶ月が経過しました。

当社は『安全と安心を提供する会社』をモットーとして

リフォーム工事・耐震補強工事に取り組んでおります。

今回の大震災をいっそう重く受け止め社会的使命感を持ち、
今後も災害時に被害者を出さない為に最善を追及する会社として立ち向かう事を
社員の皆さんと共に決意致しました。

地域Ｎｏ．１建設業を目指す！
Ａ．３年以内に無借金企業にする。
Ｂ．１番を目指しても、２番、３番になるのは大変なんだ。

血の滲む様な努力をした結果、たまに１番になる事もある。
Ｃ．２番を目指して１０番２０番になれれば運が良い。
２番を目指しては絶対に１番にはなれない。

栃木県内でも今回の地震による家屋損壊は県内４８，０００棟あり、
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今も福島東部３県から在宅避難者は１，２５０人達しています。（平成２３年５月２日現在）

そんな中でこの度、当社では本日の営業会議にて
この度の東日本大震災により犠牲となられた方々のご冥福を祈り黙祷を捧げました。

また、被災された皆様にも謹んでお見舞い申し上げると共に、
被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。

 

平成21年度　栃木県建設展へ出展致しました。
　

開催日：平成21年7月15日～17日
場　所：マロニエプラザ　栃木県宇都宮産業展示館

講習会のテーマと講師

テーマ①：民間住宅耐震改修の促進について

講師　栃木県県土整備部建築課耐震推進担当
主査　　三澤隆裕様

テーマ②：建築のリジェネレーションについて考える

講師　日本建築仕上学会名誉会長
宇都宮大学名誉教授　　小西敏正様
建築環境デザイン研究所524

https://ta-k.co.jp/1678/


『市民協働まちづくりファンド』へ寄付を行いました。
栃木アンカー工業㈱は１０月２８日、
『市民協働まちづくりファンド』へ寄付を行いました。
寄付額は１２４，４９３円になります。

栃木アンカー工業㈱寄附活動履歴

No 寄付年月日 内訳 金額

1 平成18年4月3日 栃木アンカー工業株式会社 ¥224,235

2 平成18年7月4日 栃木アンカー工業株式会社　社員一同 ¥176,700

3 平成19年2月19日 栃木アンカー工業株式会社 ¥301,800

4 平成19年6月30日 栃木アンカー工業株式会社 ¥425,000

5 平成20年1月25日 栃木アンカー工業株式会社　社員一同 ¥96,500

6 平成20年5月30日 栃木アンカー工業株式会社 ¥297,224

7 平成20年10月28日 栃木アンカー工業株式会社　社員一同 ¥124,493

合計 7口 ¥1,645,952 

平成20年度　栃木県建設展へ出展致しました。
　

　開催日：平成20年7月16日～18日
場　所：マロニエプラザ　栃木県宇都宮産業展示館

講演会：平成20年7月17日に開催されました。

　ものつくり大学　技能工芸学部建設技能工芸学科
教授　　博士（工学）　　近藤 照夫様

テーマ：建築内外装における環境安全

略歴：1970年　慶應義塾大学工学部卒業
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同　　大学院工学研究科修士課程修了
1972年　清水建設㈱入社
技術研究所主席研究員　横浜支店技術部長
技術開発センター部長　建築本部技術部副部長等を歴任
2001年　ものつくり大学教授就任
現在に至る

栃木市役所 坂本様の研修の様子が日本工業経済新聞に取り上げ
て頂きました。

　
　今年度も栃木市の民間企業職場研修に協力

18年度から受け入れ通算10名に！
栃木アンカー工業（株）は、今年度も栃木市の依頼を受け市職員の民間企業職場研修に協力、既に第一回研修生として同市総務部人事課の
坂本裕美さんが５月１日から研修に入り、７月末の修了を目指してカリキュラムに取り組んでいる。

研修は１人３か月間。

今年度は今回と９月、来年の１月の合計３回。
詳細に作成されたカリキュラムに沿って、本社をはじめグループ企業が全面協力し、研修先ごとに責任者がそれぞれ指導・教育に当たる。
同社による栃木市職員の研修受け入れは３年目となり、受け入れ研修生はこれまでに７人。今年度で１０人を達成する。

研修生の坂本さんは、１６年３月に筑波大各比較文化学類を卒業した入庁５年目の若手職員。
本社でのオリエンテーションを経て受注センターでの在庫整理や宇都宮・群馬などの営業所、大田原市の北関東建設汚泥リサイクルセンター
など同社やグループ企業の第一線で営業活動にも同行。民間企業の仕事に対する厳しさを学んでいる。

今月上旬には、那須高原にある同社の研修センターでの泊まり込みの合宿も経験。
民間から学んでほしいところなど、これまでに接してくれた社員からのアンケートをまとめた。

坂本さんは「最も印象的だったのが、会社の方針でもある『お客様第一主義』
どうすればお客様のご要望に応えられるかと頭を絞ること。
特にその部分を持ち帰れたらと。市役所では市民の方をお客様と捉えているつもりでも、機械的になったり思うようにお応え出来ない事が
ある。市民の方が市役所に来てよかったと思えるように変えて行きたいと思う」と話す。

https://ta-k.co.jp/11216/
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研修では「社員の方々が環境整備に真剣に取り組み職場の内外が塵一つなく整頓されていて、私たちとは全く違う徹底したやり方に感心し
た。
営業同行では、民間の立場で役所と言う所を肌で感じたり…」と様々な成果を得たと言う。

今回、研修のプロジェクトリーダーとして総指揮に当たっている河野二三男取締役は、「研修の全てを持ち帰ってもらうのは難しい。自分
なりの研修目標を、女性ならではの感性で得られるものも含め、同行や体験の中から１つでも持ち帰ってもらえればと願っている。

少しでも成果が出れば応援のし甲斐があるし、本社を置いている栃木市や市民の皆様に少しでもご恩返しが出来るかなと思っている」とエー
ルを贈っている。

平成20年6月19日　日本工業経済新聞　記事より抜粋

「ISO 14001」「ISO 9001」取得致しました。
登録番号　：　E307

適用企画　JIS Q 14001:2004(ISO 14001:2004)

適用する製品・プロセス又はサービス
あと施工アンカー工事・カッター工事・リニューアル工事（外壁調査・工事及び耐震調査・工事）の
施工及び建設汚泥処理ならびにリサイクル土の販売（適用除外項目：7.3）

登録組織の所在地
本社・栃木営業所：栃木県栃木市城内町2丁目53-35
札幌営業所：北海道札幌市西区発寒10条2丁目5-8
水戸営業所：茨城県水戸市赤塚1丁目2010-8
研究学園都市営業所：茨城県つくば市榎戸764-3
埼玉営業所：埼玉県さいたま市緑区東浦和3丁目19-1-C
群馬営業所：群馬県前橋市南町2丁目63-1
北関東建設汚泥リサイクルセンター（改良土事業部）：
栃木県大田原市蛭田1-219
宇都宮営業所：栃木県宇都宮市下川俣町206-60

有効期限　2016年11月15日
最新発行日　2013年9月19日

https://ta-k.co.jp/11217/


初回発行日　2007年11月16日

審査機関　財団法人　ベターリビング　システム審査登録センター

登録番号　：　Q1386

適用企画　JIS Q 9001:2000(ISO 9001:2000)

適用する製品・プロセス又はサービス
あと施工アンカー工事・カッター工事・リニューアル工事（外壁調査・工事及び耐震調査・工事）の
施工及び建設汚泥処理ならびにリサイクル土の販売（適用除外項目：7.3）

登録組織の所在地
本社・栃木営業所：栃木県栃木市城内町2丁目53-35
札幌営業所：北海道札幌市西区発寒10条2丁目5-8
水戸営業所：茨城県水戸市赤塚1丁目2010-8
研究学園都市営業所：茨城県つくば市榎戸764-3
埼玉営業所：埼玉県さいたま市緑区東浦和3丁目19-1-C
群馬営業所：群馬県前橋市南町2丁目63-1
北関東建設汚泥リサイクルセンター（改良土事業部）：
栃木県大田原市蛭田1-219
宇都宮営業所：栃木県宇都宮市下川俣町206-60

有効期限　2016年11月19日
最新発行日　2013年9月19日
初回発行日　2007年11月20日

審査機関　財団法人　ベターリビング　システム審査登録センター

「栃木市・民間企業派遣研修報告会」にて当社社長の荒金が公演
を行いました。

意識改革・資質向上目的に130人参加！

http://www.cbl.or.jp/index.html
http://www.cbl.or.jp/index.html
http://www.cbl.or.jp/index.html
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栃木市は平成19年7月17日、民間企業派遣研修報告会を市役所で開催した。
報告会では、昨年度に栃木アンカー工業（株）に派遣された市職員3名が
研修で得た成果を発表すると共に同社の荒金憲一代表取締役が
「帰化したいと思う街とは～栃木市に移り住みたい～」をテーマに講演を行った。

報告会は、市職員が民間企業で得た経験を広く職員に伝え、
意識と知識の共有化を計るとともに、派遣先企業のトップの話を聞く事で、
高度なコスト意識や顧客志向に触れ、市民満足度の高いまちづくりを
推進するために必要な職員の意識改革と資質の向上を図る事を目的に実施され、
市職員約130人が参加した。

はじめに、あいさつに立った日向野義幸市長は
「研修では行政の中では気付かなかった常識などがあったと思う。
経験者の話を自分に置き換え市民の方のために本当に役に立つ仕事をしているかを
考えながら聞いて欲しい」と語った。

続いて、昨年度に3ヶ月間の研修を行った3人が
「研修で得たもの、そして提案したこと」をテーマにそれぞれの体験や感じたことを発表。
「役所は市民をお客様に置き換えて考える事が重要」
「職員の1人の悪いイメージが役所や公務員の悪評に結びつく。
一人ひとりが組織の代表という自覚が大切」
「相手に話しやすい雰囲気を作る思いやりが大事」などと話し、
役所を離れて初めて気付いた貴重な体験を職員に伝えた。

最後に市職員研修を受け入れた荒金憲一代表取締役が登壇。

「不況になれば（あいさつが出来る）マナーの良い企業が勝つ。

職員があいさつを行うことで明るい市役所となり、街も明るくなる」
「年金問題など、人が一番心配な事を少しでも克服しようとする優しさが大切」など
と語り、自身の経営理念や信念を交えながら人との関わり方や仕事の対する
考え方などを伝えた。

市職員は今後の仕事に役立てようと真剣な表情で耳を傾けていた。

平成19年7月19日（火曜日）日本工業経済新聞　記事より



2007年度　「栃木県建設展」へ出展致しました。
　

場所：栃木県宇都宮市「マロニエプラザ」
日時：平成19年7月11日～13日
講演会講師：財団法人ベターリビング　筑波建築試験センター

　　　　　　　　　　常任参与　環境・防耐火試験部　部長
　　　　　　　　　　工学博士　遊佐 秀逸　様
 　　講習会の題目：「建築分野における　アスベスト問題への正しい対処」

https://ta-k.co.jp/11219/

